
区分 単位 1単位

科目名 時間数 30時間

講師名 履修学年 1年次

概要

学習目標

回数 授業形態

1 身体計測 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 演習

6 演習

7 演習

8 講義・演習

9 講義

10 演習

11 講義

12 演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・試験

使用教科書・教材・参考書

系統看護学講座　専門Ⅰ　基礎看護学Ⅰ　基礎看護学②　医学書院

系統看護学講座　専門Ⅰ　基礎看護学Ⅱ　基礎看護学③　医学書院

看護技術プラクティス　学研

フィジカルアセスメントがみえる　メディックメディア

成績評価の方法

筆記試験100％

備考

 15回全て各クラスでの講義

バイタルサイン演習②

専門分野

基礎看護技術Ⅱ

専任教員

対象の健康の回復・増進への看護をするうえで必要な基礎的要素、対象の状況の把

握方法（ヘルスアセスメント）と医療現場における安全で安楽な看護を提供する技

術と知識、態度を習得する。

看護場面に共通する基本技術について知識・技術・態度を身につける。

授業内容

学習内容

１．ヘルスアセスメントとは

２．健康歴のセルフケア能力のアセスメント

バイタルサイン　観察とアセスメント（体温・脈拍）

バイタルサイン　観察とアセスメント（呼吸・血圧・意識レベル）

バイタルサイン演習①

乳房・腋窩・神経のフィジカルアセスメント

頭頸部・感覚器・外皮のフィジカルアセスメント

まとめ/試験

バイタルサイン演習③

罨法とは（援助の基礎知識、温罨法・冷罨法の方法と留意点）

１．フィジカルアセスメントと必要な技術

２．呼吸器・循環器のフィジカルアセスメント

呼吸・循環器のフィジカルアセスメント

腹部・筋肉・骨格のフィジカルアセスメント

腹部・筋肉・骨格のフィジカルアセスメント


